
		
地域密着型サービス運営推進会議記録（R　7年度 第6回）

	事業所名
	セカンドハウスサクラ

	サービス
種類
	小規模多機能型居宅介護

	開催日時
	8年　2月　18日　　　１３時３０分　～　１5時　00分

	会場
	セカンドハウスサクラ　多目的ホールにて

	参加者
	利用者代表
	1人

	
	利用者家族代表
	人

	
	地域住民代表
	1人

	
	有識者
	人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	1人

	
	事業者
	1人

	報告事項　
	

	（１）登録状況
（２）利用者の入退院状況について
（３）問い合わせについて
（４）活動報告
（５）報告事項
	

	議題
	












	（１）登録状況
R8.2.16現在登録者21名。(入院中1名含む)
男性　　5名　女性　　16名。利用者様年齢　６０歳～９８歳　　　　
要支援2　3名　要介護1　3名　要介護２　7名　要介護３　3名
要介護4　3名　要介護５　2名
前年同月と比較し、利用者様は２名増加。
2/16の新規様利用開始以降、火・木に関しては通い定員がいっぱい。
月・金も１名のみ。水曜日は２名と受け入れが難しくなっている。
また、泊りに関しては空床が１床あるが、急な泊り希望に備えて空床を確保したい。
頻繁に泊りの必要な方の受け入れは難しい。
登録定員２５名に対して、４名の余裕はあるが、新入職員の教育等もあり当面は新規利用者様受け入れより事業所として資質の向上に力を入れたい。

（２）利用者の入退院状況について
　A氏　胸椎骨折の手術の為2/16入院。循環器Dr.と相談しながら手術予定。状態が 
　<利用終了>
　B氏　特養に入居予定。現在は特養の空床待ちの為、併設のショートステイへ移られる。
　（３）問い合わせについて
C氏　アルコール性脳委縮や失語症あり。通いでの、家族の仕事中の支援を希望される。→R8.2月より利用開始。家族の介護疲れもあり、レスパイトケアも考えていく。
　　
　お断り２件
　・独居の方。必要な支援に対し、サクラでは十分に対応できないと判断。
　・県外に住む孫よりがあり。認知症症状が悪化した独居の方。お話をうかがい、
　　介護保険サービスについて説明する。精神・心理状態に対し専門科の受診の必要についてお伝えする。

【前年度利用状況との比較】
	　　　
	令和7年1月
	令和8年1月

	通い
	329
	384

	泊り
	259
	275

	訪問
	41
	27

	平均介護度
	3.2
	3.3



（４）活動報告
・さくらだより　毎月発行　
・1月　倫理・保冷順守に関する研修、第4回身体拘束適正化検討委員会実施
・2月　事故発生・予防、再発防止に関する研修、消防訓練（夜間想定）実施予定
・2月　豆まきや梅を見にドライブに行っている
・外部評価(職員個人・事業所)を実施、助言等を運営推進会議出席者にいただく予定。

（５）報告事項
D氏　主介護者は朝夕の服薬のうち、糖尿病や認知症の薬のある朝食後薬のみ服薬介助。自宅の生活環境の整備(整理・整頓・食品の管理・食事の準備)は、かなり消極的な発言があり期待できない。他家族も現在疎遠。
本人は施設入所を希望するような発言をされるが、意向は固まりきっていない。食品の管理の不十分さ、不衛生な状態が続き在宅生活が難しくなっていると判断。施設入所について話をしてみるが、娘から返事はなし。家族の協力が得られず、事業所だけで本人の生活を支えるには限界があるということを伝えてみてはどうかと助言をいただく。
状況に応じ、民生委員さんへの相談や、お世話センターへの相談も検討する。
E氏　昨年10月より本人宅周囲のお宅の新聞がなくなったり、本人が新聞を持って歩いているとの報告あり。訪問の時間を変更したり、ご家族が本人に注意書きを貼ったり、家族から新聞を頂いたりと工夫はしている。最近近所の方が新聞を持ち去られている旨警察に通報した。本人のことは警察には伝えていない。
家族に状況を伝え、施設入所も視野に相談中であるが、訪問サービスの利用しか本人が受容できない為施設入所も難しい可能性がある。
当面は訪問の頻度を増やして対応の予定。


	



